
信濃教育 巻頭言

伊
藤
長
七

　
諏
訪
に
は
「
諏
訪
寒
水
会
」
と
い
っ
て
、
諏
訪
出
身
の
伊
藤
長
七
（
寒
水
と
も
号
し
た
）
の
著
書
を
研
究
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
伊
藤
長
七
は
明
治
一
〇
年
諏
訪
郡
四
賀
村
に
生
ま
れ
、
長
野
師
範
学
校
を
卒
業
、
後

東
京
高
等
師
範
学
校
（
後
東
京
教
育
大
学
に
包
括
さ
れ
、
そ
の
後
筑
波
大
学
に
改
組
さ
れ
る
）
に
学
び
、
そ
の
後
革
新
的

な
教
育
を
実
践
し
た
教
育
者
で
あ
る
。

　
師
範
学
校
在
学
中
か
ら
教
育
革
新
運
動
に
熱
心
で
あ
っ
た
長
七
は
、
四
年
生
時
は
県
下
小
学
校
を
参
観
す
る

折
、
仲
間
と
共
に
自
分
た
ち
で
授
業
を
行
い
、
全
校
職
員
の
前
で
批
評
を
行
っ
た
と
い
う
。
痛
快
な
話
で
あ
る
。

　
長
七
が
長
野
県
の
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
た
の
は
わ
ず
か
三
年
間
だ
け
で
あ
る
。
初
任
校
は
諏
訪
高
等
小
学
校
。

そ
こ
で
長
七
は
子
ど
も
の
自
発
活
動
と
身
体
活
動
を
重
視
す
る
活
動
主
義
の
教
育
を
行
っ
た
。
遠
足
登
山
、
野

営
、
雪
中
行
軍
や
雪
合
戦
、
夜
間
の
諏
訪
湖
水
一
周
な
ど
を
行
い
、
学
校
は
活
気
に
満
ち
た
と
い
う
。
し
か
し
、

教
師
の
威
厳
や
教
育
の
神
聖
を
重
視
す
る
旧
思
想
と
対
立
。
わ
ず
か
一
年
で
諏
訪
を
追
わ
れ
下
諏
訪
小
学
校
へ
。

さ
ら
に
半
年
後
は
岡
谷
小
へ
と
転
々
と
す
る
。
挙
げ
句
の
果
て
に
は
、
諏
訪
郡
内
で
は
長
七
を
招
く
学
校
が
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
諏
訪
の
暴
れ
ん
坊
」
を
救
っ
た
の
は
、
小
諸
小
学
校
の
伴
野
文
太
郎

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
島
崎
藤
村
と
の
運
命
的
な
出
会
い
を
果
た
す
の
で
あ
る
。『
破
戒
』
に
登
場
す
る
土
屋
銀

之
助
は
長
七
が
モ
デ
ル
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
小
諸
で
は
一
年
の
み
の
生
活
で
あ
っ
た
。「
小
諸
を
去
る
辞
」

を
残
し
て
上
京
し
た
長
七
は
、
そ
の
後
信
州
に
帰
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
木
崎
湖
夏
期
大
学
や
軽
井
沢
夏
期

大
学
の
開
設
に
尽
力
す
る
な
ど
、
信
州
の
教
育
を
遠
く
か
ら
支
え
た
。

　
伊
藤
長
七
は
た
っ
た
三
年
間
の
み
信
州
の
教
師
で
あ
っ
た
が
、
三
年
の
間
に
蒔
い
た
種
、
培
っ
た
萌
芽
が
、

後
の
大
正
自
由
教
育
は
じ
め
信
州
教
育
の
開
花
を
も
た
ら
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
信
州
教
育
の
魁
け
と
な
っ

た
の
は
「
諏
訪
の
暴
れ
ん
坊
」
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
子
ど
も
や
社
会
の
た
め
に
正
し
い
と
思
う
こ
と
は
、
や
り

遂
げ
る
信
念
を
も
っ
た
若
者
な
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
信
州
に
は
長
七
の
よ
う
な
若
者
が
数
多
く
い
た
。

　
温
故
知
新
と
言
う
。
芭
蕉
は
「
古
人
の
求
め
し
と
こ
ろ
を
求
め
よ
」
と
言
っ
た
。
寒
水
会
の
み
な
さ
ん
の
よ

う
に
、
古
人
の
思
想
や
実
践
を
学
ぶ
こ
と
は
、
不
透
明
な
時
代
と
い
わ
れ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
意
味
の
あ
る
こ

と
で
あ
る
し
、
そ
ん
な
中
か
ら
長
七
の
よ
う
な
教
師
が
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
に
思
う
。

（
信
濃
教
育
会
会
長
　
武
田
　
育
夫
） 


